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エンドソーム細胞

強力なレーザー
で退色

Vps27（GFP付）

今回は、蛍光タンパク質としてGFPをVps27に付加させた。

結合・解離でエンドソーム
の蛍光が回復
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エンドソームの蛍光回復（通常培地）
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←蛍光回復のハーフタイムのヒストグラム

細胞の模式図

細胞内にはエンドソームという
小器官がある。この表面の膜上

にVps27pは結合する。

Vps27p

結合

これらのタンパク質を集める

小胞を形成

エンドソーム膜近傍

通常培地の酵母でFRAPを行った際の画像→

↑蛍光回復の様子をグラフにしたもの


